
目

次

担

当

課

（

室

）

発

行

岡

山

県

目

次

担

当

課

（

室

）

【

告

示

】

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

医

療

機

関

の

指

障

害

福

祉

課

定

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

医

療

機

関

の

名

〃

称

等

の

変

更

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

医

療

機

関

の

事

〃

業

の

廃

止

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

介

護

機

関

の

名

〃

称

等

の

変

更

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

介

護

機

関

の

事

〃

業

の

廃

止

【

公

告

】

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

定

款

変

更

の

認

証

の

県

民

生

活

交

通

課

申

請

○

岡

山

県

海

面

漁

業

調

整

規

則

に

基

づ

く

聴

聞

水

産

課

○

都

市

計

画

の

案

の

作

成

に

関

す

る

公

聴

会

の

開

都

市

計

画

課

催

の

中

止

岡

山

県

公

報

平成２９年８月２２日 第１１９１６号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
三
十
号

生
活
保
護
法（

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号）

第
四
十
九
条（

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律（

平

成
六
年
法
律
第
三
十
号）

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む。

）

の
規
定
に
よ
り

医
療
扶
助
又
は
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た。

、

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
二
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

病
院

，
診

療
所

又
は

薬
局

名
称

所
在

地
指

定
年

月
日

阿
部

歯
科

医
院

玉
野

市
用

吉
１

６
８

２
H
26

.
８

.
1
1

わ
た

な
べ

内
科

医
院

津
山

市
二

宮
５

３
－

６
H
2
9
.
７

.
１

平成２９年８月２２日　岡山県公報　第１１９１６号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
三
十
一
号

生
活
保
護
法（

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号）

第
五
十
条
の
二（

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律（

平

成
六
年
法
律
第
三
十
号）

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む。

）

の
規
定
に
よ
り

指
定
医
療
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た。

、

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
二
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

病
院

，
診

療
所

又
は

薬
局

名
称

所
在

地
変

更
事

項
変

更
前

変
更

後
変

更
年

月
日

医
療

法
人

一
明

会
な

か
む

ら
眼

科
浅

口
郡

里
庄

町
新

庄
５

３
４

１
－

１
名

称
医

療
法

人
一

明
会

永
岡

眼
科

医
院

医
療

法
人

一
明

会
な

か
む

ら
眼

科
H
2
9
.
５

.
１

エ
ス

マ
イ

ル
薬

局
鶴

山
店

津
山

市
川

崎
１

７
５

６
－

２
２

名
称

鶴
山

薬
局

エ
ス

マ
イ

ル
薬

局
鶴

山
店

H
2
9
.
６

.
１

エ
ス

マ
イ

ル
薬

局
さ

つ
き

店
津

山
市

押
入

１
１

３
６

－
１

６
名

称
さ

つ
き

薬
局

エ
ス

マ
イ

ル
薬

局
さ

つ
き

店
H
2
9
.
６

.
１

エ
ス

マ
イ

ル
薬

局
田

町
店

津
山

市
田

町
８

６
－

４
名

称
オ

リ
ー

ブ
薬

局
田

町
店

エ
ス

マ
イ

ル
薬

局
田

町
店

H
2
9
.
６

.
１

平成２９年８月２２日　岡山県公報　第１１９１６号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
三
十
二
号

生
活
保
護
法（

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号）

第
五
十
条
の
二（

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律（

平

成
六
年
法
律
第
三
十
号）

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む。

）

の
規
定
に
よ
り

指
定
医
療
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
の
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た。

、

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
二
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

病
院

，
診

療
所

又
は

薬
局

名
称

所
在

地
廃

止
年

月
日

八
浜

薬
局

玉
野

市
八

浜
町

八
浜

９
２

９
H
29

.
６

.
3
0

わ
た

な
べ

内
科

医
院

津
山

市
二

宮
５

３
－

６
H
29

.
６

.
3
0

平成２９年８月２２日　岡山県公報　第１１９１６号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
三
十
三
号

生
活
保
護
法（

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号）

第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
条
の
二（

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等

及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律（

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号）

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む。

）

の
規
定
に
よ
り

指
定
介
護
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が

、

あ
っ
た。平

成
二
十
九
年
八
月
二
十
二
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

事
業

者

種
類

名
称

主
た

る
事

務
所

の
所

在
地

事
業

所
の

名
称

事
業

所
の

所
在

地
変

更
事

項
変

更
前

変
更

後
変

更
年

月
日

居
宅

介
護

社
会

福
祉

法
人

吉
加

賀
郡

吉
備

中
央

町
竹

荘
吉

備
中

央
町

社
会

福
祉

協
加

賀
郡

吉
備

中
央

町
円

城
事

業
所

の
所

加
賀

郡
吉

備
中

央
町

下
加

加
賀

郡
吉

備
中

央
町

円
城

H
2
9
.
４

.１

事
業

者
備

中
央

町
社

会
福

５
４

１
議

会
訪

問
介

護
事

業
所

５
４

０
－

４
在

地
茂

１
０

７
３

－
１

５
４

０
－

４

祉
協

議
会

介
護

予
防

社
会

福
祉

法
人

吉
加

賀
郡

吉
備

中
央

町
竹

荘
吉

備
中

央
町

社
会

福
祉

協
加

賀
郡

吉
備

中
央

町
円

城
事

業
所

の
所

加
賀

郡
吉

備
中

央
町

下
加

加
賀

郡
吉

備
中

央
町

円
城

H
2
9
.
４

.１

事
業

者
備

中
央

町
社

会
福

５
４

１
議

会
訪

問
介

護
事

業
所

５
４

０
－

４
在

地
茂

１
０

７
３

－
１

５
４

０
－

４

祉
協

議
会

居
宅

介
護

社
会

福
祉

法
人

吉
加

賀
郡

吉
備

中
央

町
竹

荘
吉

備
中

央
町

社
会

福
祉

協
加

賀
郡

吉
備

中
央

町
竹

荘
事

業
所

の
所

加
賀

郡
吉

備
中

央
町

下
加

加
賀

郡
吉

備
中

央
町

竹
荘

H
2
9
.
４

.１

支
援

事
業

備
中

央
町

社
会

福
５

４
１

議
会

居
宅

介
護

支
援

事
業

５
４

１
在

地
茂

１
０

７
３

－
１

５
４

１

者
祉

協
議

会
所

居
宅

介
護

オ
サ

カ
産

業
株

式
津

山
市

下
高

倉
西

２
３

１
こ

の
は

な
ヘ

ル
パ

ー
ス

テ
津

山
市

下
高

倉
西

２
３

１
事

業
所

の
所

津
山

市
山

北
４

４
２

－
４

津
山

市
下

高
倉

西
２

３
１

H
2
8
.
６

.１

事
業

者
会

社
１

－
５

ー
シ

ョ
ン

１
－

５
在

地
１

－
５

介
護

予
防

オ
サ

カ
産

業
株

式
津

山
市

下
高

倉
西

２
３

１
こ

の
は

な
ヘ

ル
パ

ー
ス

テ
津

山
市

下
高

倉
西

２
３

１
事

業
所

の
所

津
山

市
山

北
４

４
２

－
４

津
山

市
下

高
倉

西
２

３
１

H
2
8
.
６

.１

事
業

者
会

社
１

－
５

ー
シ

ョ
ン

１
－

５
在

地
１

－
５

居
宅

介
護

株
式

会
社

エ
ス

マ
広

島
県

広
島

市
西

区
商

工
エ

ス
マ

イ
ル

薬
局

鶴
山

店
津

山
市

川
崎

１
７

５
６

－
事

業
所

の
名

鶴
山

薬
局

エ
ス

マ
イ

ル
薬

局
鶴

山
店

H
2
9
.
６

.１

事
業

者
イ

ル
セ

ン
タ

ー
６

－
１

－
１

１
２

２
称

介
護

予
防

株
式

会
社

エ
ス

マ
広

島
県

広
島

市
西

区
商

工
エ

ス
マ

イ
ル

薬
局

鶴
山

店
津

山
市

川
崎

１
７

５
６

－
事

業
所

の
名

鶴
山

薬
局

エ
ス

マ
イ

ル
薬

局
鶴

山
店

H
2
9
.
６

.１

事
業

者
イ

ル
セ

ン
タ

ー
６

－
１

－
１

１
２

２
称

平成２９年８月２２日　岡山県公報　第１１９１６号



居
宅

介
護

株
式

会
社

エ
ス

マ
広

島
県

広
島

市
西

区
商

工
エ

ス
マ

イ
ル

薬
局

さ
つ

き
津

山
市

押
入

１
１

３
６

－
事

業
所

の
名

さ
つ

き
薬

局
エ

ス
マ

イ
ル

薬
局

さ
つ

き
H
2
9
.
６

.１

事
業

者
イ

ル
セ

ン
タ

ー
６

－
１

－
１

１
店

１
６

称
店

介
護

予
防

株
式

会
社

エ
ス

マ
広

島
県

広
島

市
西

区
商

工
エ

ス
マ

イ
ル

薬
局

さ
つ

き
津

山
市

押
入

１
１

３
６

－
事

業
所

の
名

さ
つ

き
薬

局
エ

ス
マ

イ
ル

薬
局

さ
つ

き
H
2
9
.
６

.１

事
業

者
イ

ル
セ

ン
タ

ー
６

－
１

－
１

１
店

１
６

称
店

居
宅

介
護

株
式

会
社

エ
ス

マ
広

島
県

広
島

市
西

区
商

工
エ

ス
マ

イ
ル

薬
局

田
町

店
津

山
市

田
町

８
６

－
４

事
業

所
の

名
オ

リ
ー

ブ
薬

局
田

町
店

エ
ス

マ
イ

ル
薬

局
田

町
店

H
2
9
.
６

.１

事
業

者
イ

ル
セ

ン
タ

ー
６

－
１

－
１

１
称

介
護

予
防

株
式

会
社

エ
ス

マ
広

島
県

広
島

市
西

区
商

工
エ

ス
マ

イ
ル

薬
局

田
町

店
津

山
市

田
町

８
６

－
４

事
業

所
の

名
オ

リ
ー

ブ
薬

局
田

町
店

エ
ス

マ
イ

ル
薬

局
田

町
店

H
2
9
.
６

.１

事
業

者
イ

ル
セ

ン
タ

ー
６

－
１

－
１

１
称

平成２９年８月２２日　岡山県公報　第１１９１６号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
三
十
四
号

生
活
保
護
法（

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号）

第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
条
の
二（

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等

及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律（

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号）

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む。

）

の
規
定
に
よ
り

指
定
介
護
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
の
廃
止
の

、

届
出
が
あ
っ
た。

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
二
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

事
業

者

種
類

名
称

主
た

る
事

務
所

の
所

在
地

事
業

所
の

名
称

事
業

所
の

所
在

地
廃

止
年

月
日

介
護

予
防

事
業

者
正

路
廣

子
玉

野
市

八
浜

町
八

浜
９

２
９

八
浜

薬
局

玉
野

市
八

浜
町

八
浜

９
２

９
H
2
9
.
６

.
3
0

平成２９年８月２２日　岡山県公報　第１１９１６号



〔
三
六
九
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
九
年
八
月
十
四
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
く
ら
し
き
教
育
発
達
研
究
所
さ
い
こ
ろ

三

代
表
者
の
氏
名

木
村

怜
香

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

倉
敷
市
白
楽
町
一
三
二－

一
建
部
ビ
ル
二
Ｆ

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
心
理
的
問
題
や
発
達
の
つ
ま
ず
き
の
あ
る
ご
本
人
と
そ
の
ご
家
族
か
ら
の
相
談
に

応
じ
、
支
援
及
び
訓
練
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
の
ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ

（
Ｑ
ｕ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ

Ｏ
ｆ

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
。
人
生
の
内
容
や
社
会
的
に
み
た
生
活
の
質
。
）
の
向
上
を

目
指
す
。
ま
た
、
地
域
社
会
へ
の
普
及
・
啓
発
活
動
を
通
じ
て
、
人
々
の
心
の
病
や
発
達
障
が
い
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
誰
も
が
生
き
や
す
い
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
の
種
類
、
社
員
の
資
格
の
得
喪
に
関
す
る
事
項
及
び
会
議
に
関
す

る
事
項
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〔
三
七
〇
〕
岡
山
県
海
面
漁
業
調
整
規
則
（
昭
和
四
十
年
岡
山
県
規
則
第
四
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
る
聴
聞
を
行
う
。

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

聴
聞
を
受
け
る
者

岡
山
県
倉
敷
市
下
津
井
四
丁
目
五
番
三
一
号

鈴
木

英
二

岡
山
県
浅
口
市
寄
島
町
一
六
〇
六
五
番
地
二

三
宅

寛
樹

香
川
県
坂
出
市
櫃
石
五
八
四
番
地
五

丸
本

昌
樹

岡
山
県
笠
岡
市
西
大
島
四
八
五
五
番
地
三

松
浦

義
人

二

期
日

平
成
二
十
九
年
九
月
五
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

三

場
所

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

岡
山
県
庁
七
階
水
産
課
会
議
室
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〔
三
七
一
〕
平
成
二
十
九
年
七
月
十
八
日
付
け
で
公
告
し
た
次
の
都
市
計
画
の
案
の
作
成
に
関
す
る
公

聴
会
に
つ
い
て
は
、
意
見
書
の
提
出
が
な
か
っ
た
た
め
、
開
催
を
中
止
す
る
。

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
二
日

岡
山
県

代
表
者

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

中
止
す
る
公
聴
会

公
聴
会
に
係
る
都
市
計
画
の
案

公

聴

会

の

開

催

期

日

公
聴
会
の
開
催
場
所

津
山
広
域
都
市
計
画
道
路
の
変
更

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
五
日

津
山
市
山
北
五
二
〇
番

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

地津
山
市
役
所
二
階
大
会

議
室
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